
 

 
 

 

 

 

 
 

 

今年は例年にもまして暑い日が続いています。気象庁によると、今

後も平均気温は平年並か平年より高い予報となっています。対

策を継続して行い、暑さから家きんを守りましょう。 

～畜舎環境～ 

♣ 遮光、断熱 

・つる性植物によるグリーンカーテン、寒冷紗、ひさし等の利用 

・屋根、飼料タンク等への断熱塗料やドロマイト石灰等の塗布 
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家畜の暑熱対策について（家きん編） 

産卵率低下 
増体量低下 
熱中症による 

死亡リスクの上昇 

鶏は気温が
27℃以上に
なると… 

（裏面へ→） 

出荷前の肉用鶏は特に注意しましょう！！ 

暑熱によるストレスの影響が大きいため、舎内の温度や換気、冷水の

給与等、管理に細心の注意を払い、事故を防ぎましょう！！ 



♣ 換気、送風 

  ・換気扇、送風ダクトで鶏舎内を強制的に換気し体感

温度と湿度を下げる 

♣ 冷却 

  ・屋根や家きん舎周囲への散水 

  ・家きん内での細霧発生装置の利用、気化熱と送風で温度を下げる 

    

 

～飼養管理～ 

◆  密飼いを避ける 

◆  飼料給与等の工夫 

－冷たい水が充分に飲めるように！ 

 ピッカーのこまめな点検だけでなく水トイにも水を  

通すなどしていつでも冷水を充分飲めるようにする 

－涼しい時間帯に飼料給与（昼間絶食、夜間給餌） 

緊急時の対策（35℃を超えたら） 

鶏には汗腺が無いため、暑熱時の過呼吸で血液がアルカリ性に 

傾いてしまいます。 

⇒飼料・飲水に重曹を 0.5～0.7％の割合で混ぜて給与 
 

 

 

 

 

〈熱中症の症状〉 
○元気消失   ○開口呼吸、呼吸速迫 ○卵質低下 
○産卵率低下  ○死亡 

 暑熱の影響は秋以降の生産性低下にもつながります。 

対策を継続し、家きんの熱中症を防ぎましょう！！ 

 

湿度が高くなりすぎないよう 

風通しを良くする！！ 


